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【
ど
け
ん
共
済
会
発
】
ど
け
ん

共
済
会
の
制
度
は
、
組
合
員
の
生

活
を
支
え
る
制
度
が
い
っ
ぱ
い
。

万
が
一
病
気
や
怪
我
を
し
て
働
け

な
く
な
っ
た
時
に
は
、
組
合
総
合

共
済
の
傷
病
見
舞
金
制
度
が
利
用

で
き
ま
す
。
色
々
な
慶
弔
金
も
あ

り
、
組
合
員
が
成
人
に
な
っ
た
と

き
、お
子
さ
ん
の
出
生
や
入
学（
小

・
中
学
校
）
の
時
に
、
祝
い
金
を

申
請
で
き
ま
す
。

ま
た
、
通
学
や
日
常
生
活
の
自

転
車
事
故
に
備
え
て
自
転
車
保
険

も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
日
常
生

活
賠
償
補
償
も
セ
ッ
ト
で
、
他
人

に
怪
我
を
さ
せ
た
場
合
や
他
人
の

物
を
壊
し
た
場
合
な
ど
、
生
活
し

て
い
る
中
で
お
こ
る
様
々
な
賠
償

事
故
が
補
償
で
き
ま
す
。

火
災
共
済
・
地
震
共
済
は
住
宅

・
家
財
が
災
害
に
あ
っ
た
時
に
保

障
し
ま
す
。
持
ち
家
の
人
だ
け
で

な
く
借
家
の
人
も
加
入
で
き
る
土

建
の
自
主
共
済
で
す
。
大
切
な
資

産
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
加
入
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

仕
事
に
役
立
つ

各
種
制
度

慶
弔
金
の
中
に
は
、
資
格
取
得

祝
金
も
あ
り
、
仕
事
に
必
要
な
資

格
を
取
っ
た
場
合
（
対
象
資
格
は

支
部
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
お

祝
い
金
が
も
ら
え
ま
す
。
特
に
東

京
土
建
の
技
術
セ
ン
タ
ー
で
34
歳

以
下
の
方
が
講
習
を
受
け
た
場
合

に
は
、
特
別
教
育
も
給
付
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
職
場
の
福
利
厚
生

と
し
て
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
労
災
総
合
補
償
（
政
府

労
災
に
上
乗
せ
）
、
総
合
賠
償
責

任
補
償
、
建
築
士
賠
償
責
任
補
償

な
ど
、
仕
事
で
の
事
故
に
備
え
る

各
種
保
険
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

受賞した吉原さん（左）と事業主の佐久間さん

【
世
田
谷
・
書
記
・
原
孝
行
記
】

平
成
30
年
度
「
安
全
優
良
職
長
厚

生
労
働
大
臣
顕
彰
」式
典
が
、1
月

11
日
に
厚
生
労
働
省
に
て
開
催
さ

れ
、
東
京
土
建
か
ら
世
田
谷
支
部

の
吉
原
学
さ
ん

（
三
幸
工
業
株

式
会
社
）
が
受

賞
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度

は
、
高
い
安
全
意
識
を
持
っ
て
適

切
な
安
全
指
導
を
実
践
し
て
き
た

優
秀
な
職
長
を
顕
彰
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
職
長
を
中
心
と
し
た

事
業
場
や
地
域
に
お
け
る
安
全
活

動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
21
回
目
と

な
る
今
年
は
1
4
0
人
の
職
長
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

吉
原
さ
ん
は
防
水
工
事
・
外
壁

改
修
工
事
の
職
人
と
し
て
約
20
年

に
渡
り
従
事
、
そ
の
う
ち
約
10
年

は
職
長
と
し
て
、
労
働
安
全
と
後

進
指
導
に
高
い
意
識
と
配
慮
を
も

っ
て
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
吉
原
さ

ん
は
、「
外
壁
改
修
工
事
の
際
は
、

そ
の
建
物
の
下
を
自
分
の
家
族
が

通
る
つ
も
り
で
や
れ
。
も
し
ミ
ス

が
あ
っ
て
、
外
壁
タ
イ
ル
が
家
族

の
頭
に
当
た
っ
た

ら
と
思
え
ば
手
は

抜
け
な
い
だ
ろ
。

と
社
訓
の
よ
う
に

言
わ
れ
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験

を
伝
え
、
自
分
の
背
中
を
後
進
が

目
標
と
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

75
歳
以
上

に
な
る
と
土

建
国
保
に
は

加
入
で
き
な

く
な
り
ま
す

が
、
共
済
制

度
は
使
え
ま

す
。総

合
共
済

の
傷
病
見
舞

金
の
ほ
か
、

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防

接
種
補
助

や
、
宿
泊
旅

行
補
助
は
年
に
1
回
申
請
で
き
ま

す
。80

歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
た
仲

間
に
は
、
お
祝
い
の
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
合
加
入
時
64
歳
以
下

の
仲
間
は
、
葬
祭
費
用
の
備
え
と

し
て
、
ど
け
ん
生
命
共
済
も
利
用

で
き
ま
す
。
（
加
入
の
有
無
は
支

部
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

今
後
と
も
末
永
く
東
京
土
建
と

お
つ
き
あ
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
員
の
交
流
と

活
動
を
応
援

支
部
で
被
災
地
支
援
や
文
化
活

動
を
主
催
し
た
場
合
に
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
ど
け
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ

ー
ド
」
は
、
提
示
す
る
だ
け
で
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
お
店
が
い

っ
ぱ
い
。
組
合
本
部
の
提
携
だ
け

で
は
な
く
、
組
合
員
が
良
く
行
く

地
元
の
お
店
と
提
携
し
て
い
ま

す
。あ
な
た
が
良
く
行
く
お
店
も
、

「
ど
け
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
」

が
使
え
る
か
も
。

お
出
か
け
の
際
は
、
ど
け
ん
共

済
会
の
Ｈ
Ｐ
（http://www.t

okyo -dokenkyosaikai.jp

／
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で

読
み
込
ん
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

ね
。

※
ど
け
ん
共
済
会
の
各
種
制
度
に

は
時
効
が
あ
り
ま
す
。
申
請
は
お

早
め
に
。

【
特
別
教
育
な
ど
】

足
場
3
月
5
日
（
火
）
池
袋
、
7

千
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
3
月
6

日
〜
7
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万

4
千
円

石
綿
2
月
19
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
2
月
20
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
2
月
21
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

ロ
ー
プ
高
所
作
業
2
月
28
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
（
墜
落
制
止
用
器

具
）
①
3
月
6
日
（
水
）
池
袋
、

②
3
月
14
日（
木
）池
袋
、
8
千
円

【
作
業
主
任
者
】

足
場
2
月
26
日
〜
27
日
（
火
水
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

増
改
築
相
談
員
2
月
28
日
（
木
）

池
袋
、
更
新
（
18
年
3
月
更
新
ま

た
は
17
年
3
月
更
新
で
き
な
か
っ

た
方
）
午
後
の
み
、
2
万
円

新

規
（
経
験
10
年
以
上
）
丸
一
日
、

3
万
円

【
受
験
準
備
講
座
】

1
級
建
築
施
工
管
理
技
士
（
2
級

合
格
者
ま
た
は
同
程
度
の
方
を
対

象
）
3
月
31
日
夜
開
講
式
、
講
義

4
〜
6
月
（
木
曜
夜
と
日
曜
昼
）

池
袋
、
7
万
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
2
月
16
日
〜
17
日
（
土

日
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー（
足
立
区
綾
瀬
）、
1
万
6
千
円

【
事
業
所
向
け
】

中
堅
者
教
育
（
職
長
教
育
に
加
え

て
、
雇
用
改
善
・
健
康
管
理
・
福

利
厚
生
・
社
会
保
険
な
ど
の
学
習

と
、
作
業
管
理
者
向
け
熱
中
症
教

育
を
実
施
）2
月
5
日
〜
7
日（
火

水
木
）
池
袋
、
1
万
8
千
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
（
前
回
受
講
が

2
0
1
0
年
度
ま
た
は
建
築
士
登

録
が
2
0
1
0
年
度
の
方
は
、
今

年
3
月
中
に
受
講
義
務
）
①
2
月

19
日
（
火
）
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
②
3
月
8
日
（
金
）
、
全
建

総
連
神
奈
川
県
連
会
館
、
1
万
円

管
理
建
築
士
講
習
（
建
築
士
事
務

所
で
管
理
建
築
士
と
な
る
予
定
・

将
来
見
込
の
方
）
2
月
8
日
（
金
）

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
、
1
万
2

千
円東東

京京
建建
築築
カカ
レレ
ッッ
ジジ

第第
２２４４
期期
生生
最最
終終
募募
集集

◆
学
校
説
明
会

2
月
12
日（
火
）

◆
応
募
締
切

2
月
21
日
（
木
）

◆
試
験
日

2
月
27
日
（
水
）

◆
結
果
発
表

3
月
1
日
（
金
）

※
説
明
会
、
試
験
の
会
場
は
池
袋

校
舎
。

※
説
明
会
の
開
催
時
間

①
午
後
2
時

②
午
後
7
時

（
所
要
時
間
1
時
間
半
程
度
）

※
試
験
の
実
施
時
間

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
4
時
頃

カ
レ
ッ
ジ
の
授
業
は
毎
週
金
曜

・
土
曜
。
ご
都
合
の
良
い
日
に
見

学
で
き
ま
す
。
資
料
請
求
＆
入
学

相
談
は
、
東
京
土
建
技
術
研
修
セ

ン
タ
ー
内
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

（
☎
5
9
5
0
―
1
7
7
1
）
ま

で
お
気
軽
に
。

塗
装
工
（
正
規
）

㈲
細
野
リ
フ
ォ
ー
ム
（
板
橋
支
部
）

☎
6
7
8
1
―
1
2
7
6

電
気
工
事
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈱
桜
電
気
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
1
3
6
―
1
9
4
3

電
工
（
正
規
）

㈱
泰
信
電
設
（
足
立
支
部
）

☎
3
6
9
0
―
8
4
7
1

軽
鉄
・
ボ
ー
ド
（
正
規
）

橋
本
建
装
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
3
2
6
―
7
6
2
3

鉄
骨
と
び
、
足
場
と
び
（
正
規
）

㈱
熊
坂
組
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
5
1
2
―
5
2
6
1

解
体
工
、
オ
ペ
、
産
廃
ド
ラ
イ
バ
ー（
正

規
・
請
負
）

㈲
清
水
石
産
土
木
（
練
馬
支
部
）

☎
3
9
3
3
―
5
8
1
4

内
装
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

㈱
シ
テ
ィ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
多
摩
西

部
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
1
9
―
4
6
9
3

塗
装
（
短
期
）

琉
清
建
装
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
2
4
4
―
2
0
9
1

末永いおつきあいを

生
活
支
え
る
制
度
充
実

後期高齢者も利用できます

従
業
員
の
福
利
厚
生
利
用
に
も

優
良
職
長
賞
に
吉
原
さ
ん

後
進
に
経
験
伝
え
る

求

職


